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第第３３章章..  臨臨床床実実習習指指導導医医講講習習会会（（事事例例））  
  
  診療参加型臨床実習を充実させるには、臨床実習指導医の役割が大きい。 
 臨床実習指導医は、診療参加型臨床実習の理念・目的・意義・役割等を十分に理解した上
で学生の指導にあたる必要がある。一方で、診療や教育、研究で多忙を極める教員や医師が
臨床実習に参加して学生を指導するには、指導医としての資格を認定して実績評価につな
げるなどのインセンティブも必要になると考えられる。 

現在、臨床研修では指導医に対して厚生労働省が定める「臨床研修指導医講習会」に参加
して臨床研修指導医としての資格が認定されている。 
 大学病院や研修病院等で臨床研修を指導する医師の多くは、臨床実習に参加する学生の
臨床実習指導をも担当することが多い。指導においては、プログラム、指導法、評価等にお
いて、臨床研修と臨床実習で共通する部分も多い。 
 そこで、臨床研修指導医講習会に臨床実習の指導をも組み入れ、講習会の受講を終了する
ことによって、臨床研修指導医と臨床実習指導医の資格が認定される制度の構築を図るこ
とができると考えられる。臨床実習指導医の資格認定制度については、議論すべき課題が残
されてはいるが、今後、臨床実習指導医の資格認定制度を設定するための講習会のあり方を
検討することが必要だと考えられる。 
 本事業では、東京科学大学で実施された臨床研修指導医講習会に、卒前の臨床実習内容を
組み入れて、臨床実習指導医の資格認定に相応しいプログラムが構築できるか、パイロット
的に検討することにした。 
 
１１．．臨臨床床研研修修指指導導医医講講習習会会のの要要件件  

臨床研修指導医講習会で求められている学修内容については、厚生労働省の「医師の臨
床研修に係る指導医講習会の開催指針」
(https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000068462.html) 
に示されている（下表）。 
 

表表  指指導導医医講講習習会会ににおおけけるるテテーーママ  
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
指導医講習会におけるテーマは、次の①～④に掲げる項目を必ず含むこととし、必要に応
じ、⑤～⑦に掲げる項目を加えること。 

① 医師臨床研修制度の理念と概要（臨床研修の基本理念に掲げる基本的診療能力を身
につけることの重要性を含む） 

② 医師臨床研修の到達目標と修了基準 
③ 研修プログラムの立案（研修目標、研修方略及び研修評価の実施計画の作成） 
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   ・「研修方略」とは、研修医が研修目標を達成するために、どのような方法で、誰
の指導によって研修を行う等の具体的な計画及び準備をいうものであること。 

   ・「研修評価の実施計画」とは、どのような場面で、誰が、どのような評価方法で
研修医を評価するか等の具体的な評価計画をいうものであること。 

   ・研修プログラムの立案にあたってのテーマとしては、例えば、以下の内容が考え
られること。 

医療の社会性 
患者と医師との関係 
医療面接 
医療安全管理 
院内感染対策 
救急医療（頻度の高い救急疾患の初期治療等） 
地域医療（患者が居住する地域の特性に即した医療や病診連携等） 
地域保健（保健所等の役割や健康増進への理解等） 
多職種協働（チーム医療） 
医師の働き方改革（医師の時間外労働時間の上限規制、追加的健康確保措置

の内容、医療機関内のタスク・シフト／シェア等） 
④ 指導医の在り方 

   ・指導医が身につけるべき指導方法及び内容としては、例えば、以下の内容が考え
られること。 

      フィードバック技法 
      コーチング 
      メンタリング 
      メンタルケア 
      プロフェッショナリズム 
      根拠に基づいた医療（Evidence-based Medicine：EBM） 
      キャリアパス支援 
      出産育児等の支援体制 
      医師の働き方改革を意識した研修の効率化 

⑤ 指導医及び研修プログラムの評価 
⑥ 看護師の特定行為研修制度に係る事項 
⑦ その他臨床研修に必要な事項 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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２２．．東東京京科科学学大大学学病病院院指指導導医医講講習習会会とと臨臨床床実実習習指指導導医医講講習習会会のの合合同同開開催催  
2025 年 12 月 19～20 日に東京科学大学病院で開催された厚生労働省医政局認定の指導医

講習会の内容を資料１に表示する。本講習会は「医師の臨床研修に係る指導医講習会の開催
指針」に則って構成されている。その内容については多くの部分が卒前教育の臨床実習指導
にも関連するものと考えられた（資料２）。 

今回の指導医講習会では、新たな取り組みとして「学修者の指導方略～卒前教育からの
シームレスな教育指導」のセッションで、卒前教育全体に関する情報共有も含め、臨床実習
医学生と臨床研修医の指導方略について考察する時間が設けられた（資料２）。本研修会の
日程をすべて修了した指導医には、臨床研修指導医講習会修了証に加え、東京科学大学臨床
実習指導医講習会修了証が発行された。 

本講習会参加者に臨床実習に係るアンケートを実施した（資料３）。その結果、ほとんど
すべての参加者が「今回の指導医講習会内容は学生実習でも役に立つ」と回答した。また、
学生指導においては臨床研修医の参加を期待する意見が多かった。 

今回の東京科学大学病院指導医講習会と臨床実習指導医講習会の合同開催の経験から、
臨床実習指導医講習会について、次のように考察される。 

 
・ 臨床研修指導医対象の臨床研修に係る指導医講習会の内容は、医学生の臨床実習の

指導においても有用である。 
・ 臨床実習指導医の Faculty Development や指導医講習会を検討する場合に、臨床研

修に係る指導医講習会との同時開催を検討することも、医師の業務効率化に資する。 
・ 臨床研修医についても、医学生の指導に関わっている現状があり、今後研修医の臨

床指導能力の涵養の場を設けることが期待される。 
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資料１．東京科学大学病院指導医講習会 2025 進行表 

  

方式 時刻 時間 タイトル 内容 関連項目
　― 0:30:00 オープニング 非同期学修

東京科学大学病院臨床研修プログラムの概要 非同期学修 医師臨床研修制度の理念と概要
プログラムⅠ 非同期学修
広域連携型プログラム 非同期学修
プログラムⅡ 非同期学修
周産期プログラム　 非同期学修
基礎研究医プログラム 非同期学修

　― 0:30:00 課題
― 0:15:00 非同期学修

― 0:45:00 教育教材作成（各自）

― 0:30:00 非同期学修

― 0:20:00 課題

― 0:50:00 非同期学修

― 0:10:00 課題

― 0:20:00 非同期学修

― 0:15:00 課題

― 0:15:00 非同期学修

― 0:15:00 課題

― 0:15:00 非同期学修

― 0:20:00 課題

時間数 6:00:00
14:00 0:30:00 オープニング 説明〈PLS〉
14:30 0:05:00 説明〈PLS〉

14:35 0:25:00 グループ作業〈SGD〉

15:00 0:30:00
学修者の指導方略〜卒前教育からのシームレスな教育指
導

講義〈PLS〉
研修プログラムの立案（研修方略、研修評価）
指導医の在り方(プロフェッショナリズム、コーチン
グ、フィードバック技法)

15:30 0:20:00 GW説明〈PLS〉
15:50 1:00:00 グループ作業〈SGD〉

16:50 0:50:00 発表、総括〈PLS〉

17:40 0:10:00 2日目へのつながり 説明〈PLS〉 第1日目の評価
時間数 3:50

非同期型

　― 0:30:00
医師臨床研修制度の理念と概要
医師臨床研修の到達目標と修了基準
研修プログラムの立案
指導医及び研修プログラムの評価

	いかにベッドサイドで教えるか〜マイクロテーチング
研修プログラムの立案
指導医の在り方(フィードバック技法、コーチング、メ
ンタリング)

		臨床研修制度の理念と概要 
医師臨床研修制度の理念と概要
医師臨床研修の到達目標と修了基準
研修プログラムの立案

学修者を評価する〜医師臨床研修の形成的評価

医師臨床研修制度の理念と概要
医師臨床研修の到達目標と修了基準
研修プログラムの立案
指導医の在り方（フィードバック技法、コーチング、メ
ンタリング)
指導医及び研修プログラムの評価

学修者の指導方略〜卒前教育からのシームレスな教育指導

医師臨床研修制度の理念と概要
医師臨床研修の到達目標と修了基準
研修プログラムの立案
指導医の在り方(フィードバック技法、プロフェッショ
ナリズム、コーチング、メンタリング）
指導医及び研修プログラムの評価

		研修医と指導医のメンタルヘルス 
指導医の在り方（フィードバック技法、メンタルケア、
医師の働き方改革）
その他臨床研修に必要な事項

学修者（医学生を含む) 評価について

医師臨床研修制度の理念と概要
医師臨床研修の到達目標と修了基準
研修プログラムの立案
指導医の在り方
指導医及び研修プログラムの評価

同期型1日目
14:00-18:00

臨床教育における指導医のあり方
指導医のあり方(プロフェッショナリズム、コーチン
グ、メンタリング）

臨床教育（卒前を含む）プログラムの立案と評価

教育プログラムの立案
患者と医師との関係、院内感染対策、医療安全管理
指導医の在り方(プロフェッショナリズム、コーチン
グ、フィードバック技法、マイルストーン)
指導医及びプログラムの評価
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資料２．2025 年度 東京科学大学 臨床研修指導医講習会 説明資料 
  

学学修修者者のの指指導導⽅略略〜〜卒卒前前教教育育かかららののシシーームムレレススなな教教育育指指導導

1

山脇正永

東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科

臨床医学教育開発学

2025年度 東京科学大学 臨床研修指導医講習会
2025.12.19. 東京

『『科科学学のの進進歩歩』』とと『『人人々々のの幸幸せせ』』ととをを探探求求しし、、

社社会会ととととももにに新新たたなな価価値値をを創創造造すするる

SScciieennccee  TTookkyyoo

本講習会で卒前教育にも関連する部分
方式 時刻 時間 タイトル

　― オープニング
東京科学大学病院臨床研修プログラムの概要
プログラムⅠ
広域連携型プログラム
プログラムⅡ 
周産期プログラム　
基礎研究医プログラム

　―

―

―

―

―
―
―

―

―

―

―

―

―

時間数

学修者を評価する〜医師臨床研修の形成的評価

学修者の指導⽅略〜卒前教育からのシームレスな教育指導

		研修医と指導医のメンタルヘルス 

学修者（医学生を含む) 評価について

非同期型

　―

	いかにベッドサイドで教えるか〜マイクロテーチング

		臨床研修制度の理念と概要 

オープニング

学修者の指導⽅略〜卒前教育からのシームレスな教育指導

2日目へのつながり
時間数

1日目を振り返って

学修者の指導⽅略〜研修医・学生の教育指導

昼休憩

時代背景から考える学修者の当事者意識

講習会の振り返り・修了式

同期型2日目
8：45-17：00

いかにベッドサイドで教えるか （コーチングを含む）

研修医の指導⽅略と研修評価

同期型1日目

臨床教育における指導医のあり⽅

臨床教育（卒前を含む）プログラムの立案と評価

2

• 臨床研修と臨床実習の連続性
• 学修目標について：
• 臨床現場での学修⽅略と評価について：

• 指導医の教育負担軽減と教育実績評価
• 文科省の取組みについて

3
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（厚生労働省 令和6年度
臨床研修 修了者アンケート）

4

全全国国医医学学部部長長病病院院長長会会議議 「「わわがが国国のの大大学学医医学学部部・・医医科科大大学学白白書書 」」よよりり
臨臨床床実実習習ににつついいてて（（学学生生アアンンケケーートト ））

臨床実習の指導についてどう考えますか 診療参加型の実習は実施されていると考えますか

わが国の大学医学部・医科大学 白書
30-40% consider partially insufficient 20-30% consider partially insufficient5

医師の卒前教育・卒後研修・生涯教育：
現在～今後の変化

1188歳歳 2222歳歳

法法にに基基づづくく

臨臨床床研研修修

医医学学部部（（６６年年）） 大大学学病病院院・・臨臨床床研研修修病病院院

専専門門教教育育

2266歳歳

医医
師師
国国
家家
試試
験験
合合
格格

（（
一一
回回
目目
医医
籍籍
登登
録録
））

臨臨床床研研修修修修了了後後のの研研修修等等 ・・・・・・

準準備備教教育育

共共
用用
試試
験験

臨臨床床前前医医学学教教育育
診診療療参参加加型型臨臨
床床実実習習

年年 齢齢

２２年年

2244歳歳

入入
学学
試試
験験

高高等等学学校校
３３年年

専専
門門
医医
資資
格格
取取
得得

臨臨
床床
研研
修修
修修
了了

（（
二二
回回
目目
医医
籍籍
登登
録録
））

CCBBTT
OOSSCCEE

生生涯涯教教育育((CCMMEE))

厚生労働省ホームページより 一部改変
http://www.mhlw.go.jp/seisaku/2009/08/04.html

コアカリキュラム改訂

6

知と癒しの匠

東京科学大学

専門医制度

臨床研修制度
見直し

医師法改正
共用試験公的化

• 教育のアカウンタビリティ
• 基礎医学・社会医学教育
• 臨床教育と

• 卒前卒後のシームレス教育

共共
用用
試試
験験

OOSSCCEE 国際卓越研究大学

− 92 −



医師・医学者の卒前教育・卒後研修・生涯教育

1188歳歳 2222歳歳

法法にに基基づづくく
臨臨床床研研修修

医医学学部部（（６６年年）） 大大学学病病院院・・臨臨床床研研修修病病院院

専専門門教教育育

2266歳歳

医医
師師
国国
家家
試試
験験
合合
格格

（（
一一
回回
目目
医医
籍籍
登登
録録
））

臨臨床床研研修修修修了了後後のの研研修修等等 ・・・・・・

準準備備教教育育

共共
用用
試試
験験

臨臨床床前前医医学学教教育育
診診療療参参加加型型
臨臨床床実実習習

年年齢齢

２２年年

2244歳歳

入入
学学
試試
験験

高高等等学学校校
３３年年

専専
門門
医医
資資
格格
取取
得得

臨臨
床床
研研
修修
修修
了了

（（
二二
回回
目目
医医
籍籍
登登
録録
））

CCBBTT
OOSSCCEE

生生涯涯教教育育((CCMMEE))

知と癒しの匠

共共
用用
試試
験験

OOSSCCEE

7

8

アウトカム基盤型教育（OBE）
OBEでは学修目標設定が重要

「原理的知識」を定義する

原理を教える

原理に関するテスト

“Hope for the best”「 とは」を定義する

評価

教育プランの作成

学修目標の作成

など、海外の卒前教育・専門医教育でも のシステムが採用されている

・科学大大独自の目標
・全国共通の目標

9
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学修アウトカム

卒後臨床研修
・臨床研修到達目標
・ 年度改定が最新版
・

卒前教育
・医学教育モデル・コア・カリキュラム
・ 年度版（令和 年度版）が最新版
・

10

は大学独自の
コンテンツを入

れられる

11

R4年度版の主な改訂点

12
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13

基本的な資質・能力（core competence) 1

14

基本的な資質・能力（core competencies) 2

15
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診療参加型実習ガイドも記載

R4コアカリのリソース（解説動画）
https://core-curriculum.jp/

16

卒前カリキュラムの学修成果（学修目標）

• 外的な基準
• 医学教育モデル・コア・カリキュラム
• 共用試験OSCE 学修・評価項目

• 国家試験出題基準

• Science Tokyo独自の基準
• ディプロマ・ポリシー
• 卒業時コンピテンシー
https://www.tmd.ac.jp/files/topics/49429_ext_04_21.
pdf

17

実実際際のの臨臨床床現現場場でで、、学学修修者者（（医医学学生生・・研研修修医医））のの行行動動をを直直接接観観察察しし、、そそのの場場でで評評価価・・フフィィーー
ドドババッッククすするる方方法法のの総総称称でで、、「「現現場場ででのの実実践践能能力力」」をを評評価価すするるもものの。。

• 目目的的
• 机机上上・・シシミミュュレレーーシショョンンのの知知識識ででははななくく、、リリアアルルなな場場面面ででのの患患者者対対応応能能力力をを評評価価すするる

• 学学修修者者へへ即即時時ににフフィィーードドババッッククをを行行いい、、成成長長をを促促すす

• 継継続続的的なな評評価価をを通通じじててココンンピピテテンンシシーーのの達達成成度度をを可可視視化化すするる

• 総総括括評評価価ももででききるる

18
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• ：短時間の診療観察
とフィードバック

• （
）：手技

の直接観察

• （
）：症例の意思決

定過程の対話

• （
°評価）：多

職種・患者からの評価

•
：日々の短い観察記録

19

• 特特徴徴ととメメリリッットト
• 実実践践能能力力のの評評価価にに強強いい（（診診察察、、ココミミュュニニケケーーシショョンン、、意意思思決決定定、、チチーームムワワーークク等等））
• 臨臨床床業業務務とと同同時時にに（（短短時時間間でで））実実施施可可能能
• 複複数数回回・・頻頻回回のの評評価価でで信信頼頼性性がが高高ままるる
• 学学修修者者がが自自分分のの強強みみ・・課課題題にに気気づづききややすすいい

• 課課題題
• 評評価価者者間間ののばばららつつきき（（ ））
• 指指導導医医のの時時間間確確保保ととトトレレーーニニンンググ
• 適適切切なな頻頻度度・・タタイイミミンンググででのの実実施施・・記記録録がが必必要要
• 総総括括評評価価にに用用いいるる場場合合

20

指導医がいかに を実践するか

忙しい指導医にとっての最大のコツは、 を“診療にくっつける”ことであり、
のために“別の時間を作らない”こと。

• は “追加の業務” ではなく、“日常診療の中で短時間でやる” と割り切る
• “ 分以内に終わるフィードバック型 ” を習慣化する
• 学生・研修医に「セルフ準備」を徹底させる（指導医の時間を奪わない）
• 評価者トレーニングを“最小限セット”にする
• 複数評価者制（ ）を導入し、負担を分散
• “記録のミニマム化”で 分以内で終わるシステムにする
• の頻度を“少なくても適切”にする

21
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経験内容の確認依頼
指導力の評価

能力評価
経験内容確認

大学
大学病院
実習協力機関

教育プログラム評価
大学病院、実習協力機関評価

臨床実習・研修修了認定 度評価

教員
医師

患者・家族

医師以外の
医療職

学生医
研修医

度評価

インターネット

サーバ

１．卒前臨床実習（医学生）と卒後臨床研修（医師）の
経験・能力評価をシームレスに連携

２．患者と家族による医学生評価機能

医学生・研修医の臨床経験の記録を
スマホで収集する情報システム

• AAccqquuiissiittiioonn  ooff  cclliinniiccaall  sskkiillllss  sshhoowwss  
ddiiffffeerreenntt  ddeevveellooppmmeenntt  ffoorr  eeaacchh  ttrraaiinneeee..  

• TThhee  ddeevveellooppmmeennttaall  ppaatttteerrnnss  ooff  sskkiillll  
aaccqquuiissiittiioonn  iinn  ttrraaiinneeeess  ccaann  bbee  ggrroouuppeedd  
iinnttoo  sseevveerraall  ggrroouuppss..

• BByy  ttrraajjeeccttiinngg tthhee  ddeevveellooppmmeenntt  ooff  
ttrraaiinneeeess  uussiinngg  EEPPOOCC,,  iitt  iiss  ppoossssiibbllee  ttoo  
uunnddeerrssttaanndd  tthhee  pprrooggrreessss  ooff  ttrraaiinneeeess  

• IInn  aaddddiittiioonn,,  iitt  iiss  ppoossssiibbllee  ttoo  ddeetteecctt  
ggrroouuppss  ooff  ttrraaiinneeeess  tthhaatt  rreeqquuiirree  
iinntteerrvveennttiioonn  aanndd  ttiimmiinngg  ooff  rreemmeeddiiaattiioonn..  

(BMJ Open 2025;15:e087625. doi:10.1136/bmjopen-2024-087625)
23

卒卒前前臨臨床床実実習習かからら卒卒後後臨臨床床研研修修ままでで
シシーームムレレススなな評評価価がが可可能能

24
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シームレスな医療者教育のために

医師国家試験 研修修了認定
臨床実習前 臨床実習後

専門
研修

臨床現場に則し
た「どこまで任
せられるか」を
指標とした卒
前・卒後にわた
る学修目標

臨床現場の中で実施する評価

システム
卒前・卒後にわたる
シームレスな評価

指導医
臨床現場の中で実施するシームレスな指導・評価

25

EPOC（オンライン臨床教育評価システム）の利用状況
（全体）

を利用 を利用

入力の際の到達段階を
判断するガイドライン（指標）を
貴院で定めていますか

はい
いいえ

26

研修医のperformance評価方法：
Workplace-based assessment(WBA)等の活用

を研修医評価に
取り入れていますか

を研修の修了要件
として用いていますか

「はい」の内容
•
•
•
• 臨床現場での

評価

はい
いいえ

研修医の を実施
していますか

27
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指導医の教育活動を活性化するための課題

• 教育活動が正式に評価される仕組み（業績化）
• 教育プログラム、教育手法の共有・理解（

）
• 指導医の負担を軽減する構造（働き⽅改革も踏まえて）
• 職場内の教育文化 仲間・組織の支援
• 教育を“負担ではなくプラス”に感じられる業務設計
• 学生・研修医からのフィードバックの可視化

28

指導医の教育実績ポートフォリオとして
を活用：教員等の入力状況確認

• 指導医の教育への貢献度を可視化し、適切な教員評価につなげる
• 指導履歴を臨床実習カリキュラムを横断して集計可能

29

C C -EP O C管理画面

EPOCの利用（評価、指導医実績等）

自己評価・指導医評価・
手技評価等の履歴を確認
できることを知っていま
すか

履歴を研修医の指導
に利用できると思い
ますか

指導医入力履歴を集計でき
る機能が にあること
を知っていますか

の指導医入力ログを
指導医の教育業績評価に使
用できると思いますか

はい
いいえ

30
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まとめにかえて
• 臨臨床床能能力力のの涵涵養養はは臨臨床床現現場場ででのの実実践践とと評評価価がが必必須須でであありり、、 はは臨臨床床実実習習・・臨臨床床研研修修のの質質をを高高めめるるとと考考ええらられれるる

• 臨臨床床現現場場ででのの のの活活用用
• 学学修修者者ににととっってて：：現現場場ででののフフィィーードドババッッククがが得得らられれるる、、 シシスステテムム等等のの活活用用にによよりり自自己己のの到到達達度度とと次次のの目目

標標設設定定がが可可能能ととななるる

• 指指導導医医ににととっってて：：学学修修者者ののレレデディィネネスス・・到到達達度度がが把把握握ででききるる、、指指導導ののフフィィーードドババッッククがが得得らられれるる、、自自己己のの教教育育実実
践践をを振振りり返返れれるる

• ププロロググララムム作作成成者者ににととっってて：：介介入入がが必必要要なな群群がが特特定定ででききるる、、ププロロググララムム評評価価がが可可能能ととななるる、、修修了了認認定定等等のの総総括括的的
評評価価にに活活用用ででききるる

• 指指導導医医がが臨臨床床現現場場ででのの教教育育をを実実践践すするるたためめのの提提言言
• 教教育育業業績績・・実実績績のの適適正正なな評評価価

• 臨臨床床実実習習指指導導医医ののたためめのの 、、医医師師臨臨床床研研修修指指導導医医講講習習会会ととのの共共催催

• 教教育育にに係係るる負負担担軽軽減減（（ のの活活用用、、研研修修医医のの活活用用、、教教育育手手法法・・文文化化のの共共有有ななどど））

• 臨臨床床能能力力評評価価ががププロロググララムムさされれたたカカリリキキュュララムム（（ ））のの活活用用

31

文文部部科科学学省省委委託託事事業業「「大大学学ににおおけけるる医医療療人人養養成成のの在在りり方方にに関関すするる調調査査研研究究」」
MMccGGiillll大大学学医医学学部部ににおおけけるる臨臨床床実実習習視視察察ににつついいてて

調調査査研研究究実実施施者者：：鈴鈴木木利利哉哉（（大大学学改改革革支支援援・・学学位位授授与与機機構構））、、
  中中村村真真理理子子（（東東京京慈慈恵恵会会医医科科大大学学））、、山山脇脇正正永永（（東東京京科科学学大大学学））

調調査査期期間間：：22002255年年22月月1177日日～～22月月2233日日

• 臨臨床床実実習習をを臨臨床床研研修修へへのの移移行行時時期期ととししてて位位置置付付けけ、、学学生生がが医医療療チチーームムのの中中でで学学修修及及びび責責務務（（職職務務））をを果果たたすすここととがが期期待待さされれてていいたた。。

• 学学生生にに求求めめらられれてていいるる医医行行為為はは各各科科目目ののシシララババススにに明明示示さされれてておおりり、、内内科科系系でではは主主ととししてて病病歴歴聴聴取取及及びび身身体体診診察察（（HH&&PP））、、各各種種検検査査
所所見見のの解解釈釈、、臨臨床床推推論論をを含含むむAAsssseessssmmeenntt  &&  PPllaann及及びび診診療療録録記記載載ととpprreesseennttaattiioonnででああっったた。。

• 学学生生のの臨臨床床能能力力のの評評価価ははWWoorrkkppllaaccee--bbaasseedd  AAsssseessssmmeennttss  ((WWBBAAss))をを中中心心ととししてて実実施施さされれてていいたた。。

• 臨臨床床実実習習及及びび臨臨床床研研修修のの指指導導医医はは同同一一でであありり、、日日本本とと同同様様ででああっったた。。ままたた、、いいわわゆゆるる「「屋屋根根瓦瓦式式」」教教育育がが実実施施さされれてておおりり、、研研修修医医（（レレ
ジジデデンントト））のの教教育育ススキキルルをを向向上上ささせせるる講講習習会会もも実実施施さされれてていいたた。。

32

文文部部科科学学省省委委託託事事業業「「大大学学ににおおけけるる医医療療人人養養成成のの在在りり方方にに関関すするる調調査査研研究究」」
VViissiittss  ttoo  TThhoommaass--JJeeffffeerrssoonn  UUnniivveerrssiittyy,,  NNBBMMEE,,  aanndd  IInntteelleetthh

調調査査研研究究実実施施者者：：奈奈良良信信雄雄（（JJAACCMMEE））、、山山脇脇正正永永（（東東京京科科学学大大学学））
調調査査期期間間：：22002255年年1100月月1144日日～～1100月月1166日日

• UUSSMMLLEE  SStteepp  22  CCSSのの終終了了にに伴伴いい、、WWBBAAｓｓのの重重要要性性ががククロローーススアアッッププさされれてていいるる。。

• JJeeffffDDOOTTをを用用いいたたWWBBAAssににつついいてて、、リリアアルルタタイイムムののフフィィーードドババッックク//モモニニタタリリンンググ方方法法がが導導入入さされれてていいたた。。

• PPrrooggrraammmmaattiicc  aasssseessssmmeenntt//oouuttccoommeeのの考考ええ方方にに基基づづいいてて、、臨臨床床実実習習ににおおいいててももWWBBAA及及びびOOSSCCEE等等をを活活用用ししたた能能力力評評価価
がが計計画画的的にに実実施施さされれてていいたた。。

• 指指導導医医のの教教育育能能力力涵涵養養ののたためめ各各種種FFDDがが実実施施さされれてておおりり、、研研修修医医（（レレジジデデンントト））対対象象ののRReessiiddeenntt--aass--TTeeaacchheerr  PPrrooggrraammもも
実実施施さされれてていいるる。。

33
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医学教育関連 用語の整理

• アウトカム基盤型教育

• コンピテンス
• 職務における諸活動を期待される標準程度にでき

る能力
• 医学教育では学修成果の大項目

• コンピテンシー
• 医学教育では学修成果の下位項目

• コア・コンピテンス
• コンピテンスを大枠でまとめたもので、通常 ～

個程度にまとめられる
• 研究マインド、プロフェッショナリズムなど

• 医学教育分野別評価
• 日本医学教育評価機構 が実施
• 国際医学教育連盟の基準を用いる

•

• 臨床実習前
• 臨床実習後

•

•

• アクティブ・ラーニング
• 学修者が主体的に学ぶ仕組み

• 医学教育モデル・コア・カリキュラム
• 文科省が約 年ごとに制定する
• 大学カリキュラムの は本項目を入れる

• ポリシー
• 大学で制定すべき入学、カリキュラム、卒業に関

する つの指針（アドミッション・ポリシー、カリ
キュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー）

34
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資料３．臨床研修指導医講習会アンケート 
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第第４４章章．．指指導導医医のの実実績績評評価価  
  
  診療参加型臨床実習を充実して学生の知識・臨床能力・プロフェッショナリズムを涵養
するために果たす指導医の役割は極めて大きい。ただし、学生を指導する立場にある大学
病院の教員・専攻医・研修医、関連病医院の医師・専攻医・研修医は、診療・研究・管理
運営・社会貢献などで多忙な状況にある。多忙な中で臨床実習への協力を仰ぐためには、
指導の実績が適切に評価され、かつ昇進や昇給などの待遇改善・向上につながることが重
要になると考えられる。 
 指導医が積極的に臨床実習を始めとする教育活動に参加するためには次のような課題が
あげられる。 
 ・教育活動が正式に評価される仕組みの構築（業績化） 
 ・教育プログラム、教育手法の共有と理解の促進（Faculty Development） 
 ・指導医の負担を軽減する構造への改革（働き方改革も踏まえて） 
 ・教育を“負担ではなくプラス”になると感じられる業務設計 
 ・学生や研修医からのフィードバックの可視化 
 これらの課題を解決する一助として、東京科学大学病院では指導医の教育実績ポート
フォリオとして EPOC の活用を実施している（第３章 資料２．2025 年度 東京科学大学 
臨床研修指導医講習会 説明資料）。EPOC の入力により、指導医の教育への貢献度を可
視化し、教員の教育実績評価につなげることが期待できる。 
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  臨床実習への参加を始め、指導医が臨床現場での教育を実践するために、下記を提言し
たい。 
 ・教育業績・実績の適正な評価 
 ・臨床実習指導医のための FD を臨床研修指導医講習会との共催 

・教育にかかる負担軽減（WBAs の活用、研修医の参加促進、教育手法・文化の共有など） 
・臨床能力評価がプログラムされたカリキュラム（Programmatic assessment）の活用 
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